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こ
の
他
、
世
界
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人

で
あ
り
、
当
劇
場
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
製
ピ
ア
ノ
の
選
定
者

で
も
あ
る
ユ
ジ
ャ
・
ワ
ン
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
で
の
名
演
や

二
〇
一
八
年
よ
り
夏
・
冬
開
催
と
な
っ
た
サ
ッ
ポ
ロ
・
シ
テ
ィ
・

ジ
ャ
ズ
冬
で
登
場
し
た
舞
台
上
客
席
で
の
シ
ア
タ
ー
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
の
開
催
な
ど
、
劇
場
の
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
舞
台
機
構
を
駆
使
し

た
数
々
の
公
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
札
幌
文
化
芸
術
劇
場

h
i
t
a
r
u
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
の
他
、
札
幌
文
化

芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
S
C
A
R
T
S
、
札
幌
市
図
書
・
情
報
館

と
の
複
合
施
設
で
す
。劇
場
法
前
文
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り「
劇

場
、
音
楽
堂
は
、
人
々
の
共
感
と
参
加
を
得
る
こ
と
に
よ
り
『
新

し
い
広
場
』
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
再
生
を
通

じ
て
、
地
域
の
発
展
を
支
え
る
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
る
」
こ
と

も
踏
ま
え
て
、都
心
部
に
お
け
る
新
た
な
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
、

そ
し
て
市
民
の
日
常
的
な
交
流
の
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
都
心

部
に
お
け
る
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

札
幌
劇
場
祭
（
T
G
R
）
2
0
1
8
を
振
り
返
っ
て

札
幌
劇
場
連
絡
会　
会
長　
斎
藤
ち
ず

アイーダ　札幌公演
（写真提供：札幌文化芸術劇場 hitaru）

白鳥の湖　札幌公演
（撮影：Y's PHOTO SELECTION）

今
年
度
も
、
一
三
回
目
と
な
る
札
幌
劇
場
祭
（
T
G
R
）

2
0
1
8
が
、一
一
月
一
日（
木
）～
一
二
月
二
日（
日
）の
約
一
ヶ

月
間
、
開
催
さ
れ
、
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
T
G
R
に

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
劇
団
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
な
に
よ
り
、
多
く
の
お
客
様
が
劇
場

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
り
、活
気
あ
る
T
G
R
2
0
1
8
に
な
っ

た
こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

T
G
R
2
0
1
8
は
、
三
一
団
体
の
参
加
を
得
て
、
一
二
八

ス
テ
ー
ジ
、
総
入
場
者
数
一
〇
、〇
九
八
名
で
し
た
。
昨
年
度
に

比
べ
、
参
加
団
体
数
、
入
場
者
数
と
も
に
幾
分
少
な
く
、
全
体
と

し
て
低
調
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
、

道
外
劇
団
の
意
欲
的
な
参
加
や
若
手
劇
団
の
名
作
へ
の
挑
戦
な
ど

の
特
徴
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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大
賞
エ
ン
ト
リ
ー
一
八
作
品
、
新
人
賞
エ
ン
ト
リ
ー
三
作
品
で

競
わ
れ
た
賞
レ
ー
ス
は
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
シ
ア
タ
ー
「
T
E
A 

F
O
R 
T
W
O
～
二
人
で
お
茶
を
～
」
が
大
賞
を
、
道
外
か
ら

の
参
加
の
二
劇
団
が
優
秀
賞
を
、
旗
揚
げ
三
年
目
の
演
劇
家
族
ス

イ
ー
ト
ホ
ー
ム
「
裸
足
で
ベ
ー
ラ
ン
」
が
新
人
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
シ
ア
タ
ー
は
、
エ
イ
ズ
の
蔓
延
防
止
、

H
I
V
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
へ
の
差
別
や
偏
見
の
解
消
を
目

的
の
様
々
な
啓
発
事
業
を
手
掛
け
る
実
行
委
員
会
が
、
こ
と
に
パ

ト
ス
を
会
場
に
二
〇
一
四
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
公
演
で
す
。

「
T
E
A 

F
O
R 

T
W
O
～
二
人
で
お
茶
を
～
」（
作
：
関
根

真
一
（
劇
団
フ
ラ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
）、
演
出
：
町
田
誠
也
（
劇

団
w
o
r
d
s 

o
f 

h
e
s
r
t
s
）
は
、
男
性
カ
ッ
プ
ル
の

二
五
年
間
を
描
く
二
人
芝
居
で
、
脚
本
・
演
出
・
役
者
の
三
点
に

お
い
て
、
も
っ
と
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
優
れ
、
完
成
度
の
高
さ
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
演
劇
と
い
う
手
法
を
活
用
し
つ
つ
、
多
く
の
人

に
伝
わ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

性
に
す
ぐ
れ
、
そ
の
目
的
を
果
た

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
二
作
品
、

空
宙
空
地
（
名
古
屋
）「
轟
音
、

つ
ぶ
や
く
よ
う 

う
た
う
、
う
た
う

彼
女
は
」
＠
コ
ン
カ
リ
ー
ニ
ョ
、

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
（
宮
崎
）「
た

だ
い
ま
」
＠
Z
O
O
は
、
と
も

に
道
外
か
ら
の
参
加
で
、
自
分
た

ち
の
活
動
拠
点
を
遠
く
離
れ
た
札

幌
、
北
海
道
で
初
め
て
出
会
う
観

客
に
、
自
分
た
ち
の
舞
台
を
届
け
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
偶
然
に
も
、
両
作
品
と
も
に
私
た
ち
の
す
ぐ
隣
、

身
近
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
生
活
、
人
生
を
モ
チ
ー
フ
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
座
付
き
作
家
（
空
宙
空
地
：
関
戸
哲
也
、
こ
ふ
く
劇
場
：

永
山
智
行
）
独
自
の
視
点
で
切
り
取
ら
れ
、
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
た

作
品
で
、
観
劇
し
な
が
ら
、
生
き
る
こ
と
、
人
生
と
は
？
に
対
し

て
、
楽
し
く
、
想
像
し
な
が
ら
考
え
、
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
で
し
た
。
演
技
、
舞
台
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一

貫
し
た
演
出
意
図
の
も
と
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
工
夫
が

施
さ
れ
、
見
事
で
し
た
。

第
三
回
公
演
で
新
人
賞
を
受
賞
し
た
演
劇
家
族
ス
イ
ー
ト
ホ
ー

ム
「
裸
足
で
ベ
ー
ラ
ン
」
＠
B
L
O
C
H
は
、
つ
く
り
の
荒
さ

が
気
に
な
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、「
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
か
け

た
大
学
生
」
の
話
を
、
劇
団
員
が
全
力
で
舞
台
化
し
た
好
感
の
持

て
る
「
今
し
か
で
き
な
い
演
劇
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

以
下
、
各
賞
で
す
。

【
俳
優
賞
】

木
山
正
大
さ
ん
（
R
E
D 

K
I
N
G 

C
R
A
B
「
ガ
ラ
ス
の

動
物
園 

T
h
e 

G
l
a
s
s 

M
e
n
a
g
e
r
i
e
」）

村
上
義
典
さ
ん
（
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
シ
ア
タ
ー
「
T
E
A 

F
O
R 

T
W
O
～
二
人
で
お
茶
を
～
」）

【
審
査
員
賞
】

R
E
D 
K
I
N
G 

C
R
A
B
「
ガ
ラ
ス
の
動
物
園 

T
h
e 

G
l
a
s
s 
M
e
n
a
g
e
r
i
e
」

小
島
瑚
乃
美
さ
ん
（
旅
木
演
劇
工
房
「
丘
の
上
の
桜
の
木
に
」）

TGR2018 大賞　世界エイズデーシアター
「TEA FOR TWO ～二人でお茶を～」
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◆
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞　

ホ
ー
ム
ラ
ン
王
◆

ト
ラ
ン
ク
機
械
シ
ア
タ
ー
「
ね
じ
ま
き
ロ
ボ
ッ
ト
α
～
バ
ク
バ

ク
山
の
オ
バ
ケ
～
」　

◆
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞　

首
位
打
者
◆

人
形
劇
団
ぱ
ぺ
っ
と
グ
ー
ス「
人
形
劇『
舌
き
り
す
ず
め
』ほ
か
」

札
幌
劇
場
連
絡
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
日
韓
劇
場
祭
交
流
事
業

と
し
て
、（
一
社
）
韓
国
小
劇
場
協
会
と
、
隔
年
相
互
公
演
を
主

と
し
た
交
流
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
は
、
韓
国
の
劇
団
が
札

幌
で
公
演
し
、
今
年
度
は
、
昨
年
の
大
賞
受
賞ｙ
ｈ
ｓ
が
、
一
〇

月
二
〇
日
と
二
一
日
と
大
学
路
（
ソ
ウ
ル
）
小
劇
場
祭
で
「
白

浪
っ
！
」
の
公
演
を
行
い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

度
の
T
G
R
ア
カ
デ
ミ
ー
生
も
こ
の
来
韓
公
演
に
同
行
、
観
劇
・

視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
路
は
、
約
一
二
〇
の
小
～
中
劇

場
が
ひ
し
め
き
、
い
わ
ゆ
る
小
劇
場
演
劇
だ
け
で
な
く
、
古
典
、

商
業
演
劇
、
観
光
客
向
け
の
演
目
等
数
多
く
の
演
劇
公
演
が
行
わ

れ
て
い
る
韓
国
有
数
の
演
劇
地
区
で
す
。
都
市
の
中
で
の
劇
場
の

役
割
、
観
光
で
訪
れ
た
外
国
人
も
含
め
た
観
客
層
に
向
け
て
の
情

報
発
信
な
ど
、
大
い
に
学
ぶ
べ
き
点
も
多
い
刺
激
的
な
訪
韓
公
演

と
な
り
ま
し
た
。ｙ
ｈ
ｓ
公
演
メ
ン
バ
ー
、
T
G
R
ア
カ
デ
ミ
ー

生
等
、
若
き
札
幌
の
演
劇
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
目
と
体
感
で

海
外
の
現
場
を
見
、
感
じ
、
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
提
供

で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
T
G
R
は
、
札
幌
で
演
劇
公
演
を
行
う
一
〇
の
劇
場
で
構
成

さ
れ
る
札
幌
劇
場
連
絡
会
が
、主
催
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
、

参
加
劇
団
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
ご
意
見
を
基
に
広
報
、
懸
賞
制

度
の
在
り
方
な
ど
、
少
し
ず
つ
見
直
し
を
か
け
つ
つ
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
冒
頭
に
も
記
載
し
ま
し
た
参
加
団
体
数
・

入
場
者
数
の
減
少
、
全
体
と
し
て
低
調
の
評
価
な
ど
、
次
年
度
に

向
け
て
の
課
題
を
得
ま
し
た
。
劇
団
と
劇
場
が
と
も
に
つ
く
り
上

げ
る
T
G
R
、状
況
の
変
化
も
鑑
み
な
が
ら
、発
展
で
き
る
よ
う
、

話
し
合
い
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
T
G
R
2
0
1
9
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
二
〇
一
八
年
の
動
向　
　
　
　
　

札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
実
行
委
員
会　
事
務
局
長　
飯
塚　
優
子

二
〇
一
八
年
と
二
〇
一
八
年
度
の
演
劇
シ
ー
ズ
ン
上
演
演
目
を

以
下
に
列
挙
し
ま
す
。（
上
演
順
）

二
〇
一
八
冬
シ
ー
ズ
ン
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
〇
日
～
二
月
二
二
日
）

イ
レ
ブ
ン
ナ
イ
ン
「
サ
ク
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」　

ホ
エ
イ
「
珈
琲
法
要
」

※
T
G
R
札
幌
劇
場
祭
2
0
1
6
大
賞
作
品

円
山
ド
ジ
ャ
ー
ス
「
誰
そ
彼
時
」　　

弦
巻
楽
団
「
ユ
ー
・
キ
ャ
ン
ト
・
ハ
リ
ー
・
ラ
ブ
」　

※
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品


